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新潟市　教育の情報化ビジョン（令和３年度版）

ビジョン１「幼稚園から社会人になるまでを見通して情報活用能力をみんなで育んでいくこと」

ビジョン２「学校だけでなく、全市の様々な関係施設とも連携していくこと」 ビジョン３「今後10年の見通し」



　　　　　　　　　　　 幼稚園から社会人になるまでを見通して情報活用能力をみんなで育んでいくこと

幼稚園

小学校

中学校

高校
家庭・地域

GIGA環境整備　【すべての人に使いやすい学習環境】


・１人１台情報端末  (小学校・中学校・中等教育学校・特別支援学校・高等学校)　
　　　　　※幼稚園は今後の動向を注視していく。　

・指導者用端末整備（授業担当者）

・高速インターネット環境の構築

校務環境整備　【安全や働き方改革を目指した校務環境】
・教育ネットワークの構築
・校務支援システム
・セキュリティーポリシー

新潟で、世界で、通用する

学校でも家庭・地域でも 
活用する

教科等の学習と 
絡めながら活用する

【新潟市の子どもに育成する資質・能力】

これからの社会をたくましく生き抜く力

家庭・地域

家庭・地域

家庭・地域
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                       学校だけでなく、全市の様々な関係施設とも連携していくこと

図書館 アグリパーク公民館

ふれあいスクール

家庭（不登校対応も含む）

地域

病院

院内学級

放課後児童クラブ

こども未来部との連携

農林水産部との連携

地域で学ぶ

家庭で学ぶ

学校で学ぶ

社会教育施設で学ぶ

Wi-Fi無償貸与事業


学校支援課


世界中から学ぶ

中央公民館、中央図書館
との連携

地域教育推進課との連携

院内学級用iPad端末及びWi-Fi整備


学校支援課

校内高速インターネット環境整備　

学務課／施設課

世界中と学ぶ

今後も連携を広げていく

放課後等

デイサービス

福祉部との連携

児童自立支援施設

フリースクール

児童相談所

相談センター

ITサポートセンター
※　特別支援における


　ICT端末活用に係る支援
※一部先行実施

※今後検討

※今後検討
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ネットワーク整備

（調査・増強）

市内約半数

の学校

学習内容の変化に

合わせて対応

令和の授業づくりに示されている

授業がどの学校、どの地域でも可能か

アカウント
整備完成

（Apple、

Microsoft,Google
連携）

GIGAスクール構想で
整備した環境を生かして
充実した授業を

日常的に

端末整備

扱うデータ量の増加に伴い、

帯域の見直しが必要となる

市の設計は必須

・MDM


・授業支援アプリ

・授業目的公衆配信

　補償金

高校

一人一台

端末整備

国が示す

一人２Mbps


を目標
 絶対に固まらない

クラウド

整備

今後10年の見通し　

校務系、学習系ネットワークの

在り方の見直し

GIGAスクール


運営支援
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いつでもサクサク！

中学校

プログラミング

スタート
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文部科学省　「教育の情報科に関する手引き」より
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情報活用能力　ー文部科学省版ー

小学校低学年 小学校中学年 小学校高学年 中学校 高等学校

資料１

第2章  
情報活用能力の育成  
P 25,26
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情報活用能力　ー子どもの活用３段階ー　

「やらかし」も含めて、どのように使うことが学びに
つながるのか経験させる・考えさせることの繰り返し

子どもが選択・判断できる状況
を設定する

様々な手法のメリット・デメリットを理解した上で、

目的に応じて最適な手法を使いこなす

活用の場面や方法を自ら判断し、
試す（トライアンドエラー）

同じ学習場面でも

方法は違って良い

僕は画像にメモを入れて

成長の記録をつけよう

こうすると、比べやすい。

私は細かい部分を見るために、

ノートにスケッチしていこう

そのノートを写真に撮って提出。

とにかく使う

個別最適な学び・協働的な学び

につながっているか見とる

先生、この部分を記録に残したいので、

写真を撮らせてください。

この街の魅力を発信するには、

他の地域の事例を知りたいな。

オンライン会議で情報収集しよう。

来週はプレゼンの発表。

グループで資料を共有して、

協働でプレゼンの作成を

していこう。

教員のポイント

学級活動や

生徒会活動での

自発的な活動

レベル３

レベル２

レベル１
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情報活用能力 ー支持的風土を基盤とした育成のスタンスー　

・適切でない使い方を

「させない」環境。

・はみ出すことを

いっさい許さない指導。

意味や意図を子どもに

考えさせる指導がなく、

全て教師が指示を出す。


・適切でない使い方

　も出てくると想定。

・問題となりそうな

　ことをあらかじめ予測。

中には不適切な使用を

始める子どもが出始め、

対応に追われ始める。

（見えにくい場所で起こる


ことが多い）

・使い方が分からない

ので、取り返しの


つかない大きな失敗。

・悪い使い方をする。

一旦反省

したように

見えても

繰り返す


（意味理解して

いないと）

不適切な使用を指導
の機会と捉え、学級の
問題として、子どもた
ち自身に考えさせる。

「このままで良いか」

「なりたい自分たちに

　 つながる行動か」

・様々な経験を学校 
　で積んでいるので 
　一人で判断できる。 
・使いこなしていける。

徐々に

問題が

起きても

自分たちで

考えられる

ように

続けると 続けると

やらかし
いわゆる

怒る！
使用の

制限！

必ず起こる

新潟市は支持的風土の醸成を基本として

言われた通り

意味や意図を子どもに

考えさせる指導で、

指示は最小限。

資料３
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GIGAスクール構想図ー目指す姿の共有のためにR1に作成ー 資料４
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新潟市GIGA宣言 資料５
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新潟市立学校GIGAスクール構想推進ガイドライン 資料６
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新潟市教育委員会「GIGA SUPPORT WEB」

https://niigata-giga.info/

新潟市GIGAサポートWEB

資料７



校務系、学習系ネットワークの統合
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教員の働き方に資する教育の情報化 ー校務系の今後の方向性ー

クラウドによる運用

文部科学省　教育情報セキュリティガイドライン（令和３年５月改訂）より抜粋

※長期的に検討を進める

資料８


